
県

100.0

100.0

100.0

100.0

（政策２・取組１　重要度と満足度の評価マトリクス）

出典：県「平成28年度特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書」
（本データは、市国保、共済組合、健康保険組合、協会けんぽ等が提供したもの）

109.4

健康づくり課

1,730フッピー健康ポイント事業（健康マイレージ）

683 維持

維持

537

基本方針（４）栄養・運動など生活習慣の改善

自殺予防対策事業

◎

介護予防プログラム普及事業 健康づくり課

健康づくり課

健康運動サポーター活動推進事業

維持

出前健康教室開催事業

実績値

目標値

716

健康づくり課 849 856 維持

１．取組指標の実績値

健康づくり課 6,053

92,780

健康づくり課

番号 指標名 項目
H26

（基準値）
H28 H29 H30 R1

地域健康意識向上事業 健康づくり課

161 維持

3

子ども健康教育支援事業

6,789 維持

健康づくり課

4,571

生活習慣病予防事業

2
実績値
上段：男
下段：女

実績値

76,392

基本方針（２）各年代における健康づくりの推進

食育推進事業 健康づくり課 3,273

健康づくり課

2,733 維持

1
54

市国保特定健診で糖尿病が強く
疑われる人の割合（ヘモグロビン
A1cの値が6.5％以上の人）［↓］
（％）※（兼）政策指標

市国保特定健診で内臓脂肪症候
群該当者及び予備群者の割合
［↓］
（％）

891 維持

歯科保健推進事業

目標値

目標値
上段：男
下段：女

71.6%

※［　］内の矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します

110,864

110,000 112,000

1,071 維持

維持

基本方針（３）生活習慣病の発症予防と重症化予防

R2
（目標値）

H30
達成率

がん検診事業

健康経営推進事業

市国保特定健康診査等事業 市民課・健康づくり課

介護予防事業（出前講座）　【2-2-(1)再掲】 健康づくり課 2,244 2,106

健康づくり課 220

600874

健康づくり課

維持

維持

301

◎妊産婦支援事業

（H31）
90,234 95,545 維持

維持

維持

虐待予防事業　【1-1-(6)再掲】

5,972 1,751

その他検診事業

健康づくり課

維持

◎

取組別評価シート（平成30年度実績） ４．この取組実現のための主な事業

事業名 担当課

総事業費（千円）

取組の目的 生涯にわたり健康で幸せに暮らせるように、それぞれの生活や年代にあわせた健康づくりを推進します。 基本方針（１）地域における健康づくりの推進

R2年度に
重点化する

事業

政策2 健康長寿で暮らしを楽しむまちを目指します
Ｈ30年度
実績額

R1年度
予算額

R2年度
予算の方向性取組１ 生涯しあわせに暮らす健康づくりの推進

737

71,132 84,516

維持

健康づくり課 485

目標値

656 維持

実績値

107,66275,000

（H27想定値）

健康塾開催事業

基本方針（５）心の健康づくりの推進

93.6%

健康づくり課 1,711

Ｈ28

98.9 84.0 58.4 109.3

94.0 91.9 102.1

健康づくり課 264 189

101

◎対象者に特定保健指導（面談・電話・訪問など）を実施するとともに、広く健康意識を啓発するた
め、企業訪問による健康経営への取組推進（「袋井市健康経営チャレンジ事業所」49事業所（累計70
事業所）登録）や出張保健センターの開催（156回、参加者延べ4,329人）など、地域からの健康づくり
を推進した。
◎改正自殺対策基本法に基づき、「生きることの包括的支援」を総合的かつ効果的に推進していくた
め「袋井市自殺対策計画」の策定を行った。

Ⅲ．今後の展開方向

◎継続して特定保健指導（面談・電話・訪問など）を実施するとともに、企業に向けた健康経営の取組
推進（「袋井市健康経営チャレンジ事業所」への登録）や出張保健センターの開催、フッピー健康ポイ
ント事業の実施などを通じ、広く啓発を行う。
◎令和２年に改正健康増進法が完全施行となることを踏まえ、条例制定を含め、市独自の受動喫煙
防止対策や喫煙習慣者割合の減少に向けた取組を推進していく。

Ⅱ．30年度に取り組んだ内容

Ⅰ．評価の分析

91.6 85.4 90.1

2 117.9 106.8

0.16 0.13 0.31

86.9 88.1 110.6

５．総合評価

平成28年糖尿病有病者（ヘモグロビンA1c
値6.5％以上）女性／標準化該当比

満足度

平成28年メタボリックシンドローム該当者＋
予備群・男性／標準化該当比

平成28年メタボリックシンドローム該当者＋
予備群・女性／標準化該当比

－

115,000 117,000 120,000

107,741

13.5

（H27）

34.1

13.4

（H28）

36.2

13.6

（H29） （H30） （H31）

総合健康センター（聖隷袋井市民
病院と休日急患診療室を含む）の
延べ利用者数［↑］
（人／年）

－

9.2

（H25）

33.3

13.0

8.7 8.4 8.1 7.8 7.5

10.3

（H27）

10.6

（H28）

10.4

（H29） （H30）

（H26）

30.7 29.3 27.9 26.5 25.1

－

12.2 11.9 11.6 11.3

31.8

12.5

番号 指標名 袋井市 磐田市 掛川市 藤枝市 裾野市

Ｈ29 H30 R1 R2

0.44

２．県内他市との比較

区分

重要度

３．市民意識調査結果及びその分布

3

4

0.46

1
平成28年糖尿病有病者（ヘモグロビンA1c
値6.5％以上）男性／標準化該当比

104.2 96.1

88.8

97.0

0.39

70.3%

85.7%

（男）

（女）

◎人口の高齢化に伴い、糖尿病の治療開始・継続者の割合も増加傾向にある
が、健診で早期発見し治療に結び付けているため、糖尿病の国保医療費は県平
均より低い。(H30年度糖尿病1人当たり費用額　県：16,012円、市：15,039円）
◎内臓脂肪症候群該当者及び予備群者の割合は、男性は微増、女性はほぼ横
ばいで推移しており、男女とも県平均よりも少ない。
◎総合健康センターの利用者数は、出張保健センターなど、センター外の事業
が充実したこと、診療所の開業等で利用者総数の減につながった。
◎市民意識調査の結果については、重要度が低下したが、満足度は上昇した。

H
30
の
評
価

Ｂ
（概ね順調）

現状と課題

◎本市の市国保特定健診受診率は県内でもトップレベルであるものの、「糖尿病が強く疑われる人」の割合は非常に高い。
（平成29年度は10.４％で県内ワースト１）。また、本市の最近５年間（Ｈ25～29）の死亡原因を見ると、悪性新生物・心疾患・脳
血管疾患が約５割を占めており、いずれも身体活動や食習慣、生活習慣などが発症に強く関係することから、健康寿命を延ば
しＱＯＬを高めるためには、地域や企業・事業所などでの健康づくりを促進するとともに、ライフステージに合わせたきめ細かい
健康づくりの取組を推進していくことが必要。
◎生涯にわたり、自分らしく健康で幸せに暮らすためには、身体の健康のみならず、こころの健康も不可欠。

H28H29

H30

-0.25

0.00

0.25

0.50

-0.25 0.00 0.25 0.50 0.75

満
⾜
度
が
⾼
い

重要度が⾼い

（継続推進）（成果検証）

（重点課題）（検討課題）
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藤枝市 県

◎本市の高齢化率は、平成31年４月１日現在で23.6％と県内市町では２番目に低いが、高齢化率は確実に進展しており、住
み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域包括ケアシステムの構築（地域において高齢者を支える新たな仕組みづくり）が急
務となっている。しかしながら、地域の担い手の高齢化や不足が課題である。
◎高齢者ができる限り要介護認定者となることを防ぎ、可能な限り地域で自立して生活できるよう、介護予防事業の推進が必
要である。しかしながら、地域の取組に格差があることが課題である。
◎少子高齢化が進む中、健康で意欲がある限り、年齢に関わりなく働き続けられる社会の仕組みづくりが求められている。

すべての高齢者が尊重され、住み慣れた地域で、健やかに自分らしく暮らせる長寿社会を目指します。

15.9

取組別評価シート（平成30年度実績）

（政策２・取組２　重要度と満足度の評価マトリクス）

１．取組指標の実績値 ※［　］内の矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します

H30

0.37 0.38

目標値 15,700

お元気サポーター養成講座 地域包括ケア推進課 159 391 維持

介護支援ボランティア事業

155,633 181,329

地域包括ケア推進課 507 1,146

H30
達成率

100.0%

86.7%

74.7%
310

基本方針（２）地域包括ケアの充実

４．この取組実現のための主な事業

基本方針（１）健康と生きがいづくりの推進

介護予防教室事業（楽笑教室） 健康づくり課 18,227

事業名 担当課

総事業費（千円） R2年度に
重点化する

事業

健康長寿で暮らしを楽しむまちを目指します
Ｈ30年度
実績額

R1年度
予算額

R2年度
予算の方向性

政策2

いきいきと暮らせる健康長寿の推進

18,961 維持

介護予防事業（出前講座）　【2-1-(2)再掲】 健康づくり課 2,244 2,106

生涯現役促進地域連携事業　【再掲4-5-(2)】 産業政策課 20,000 20,000

維持

地域リハビリテーション活動支援事業 地域包括ケア推進課 277 433 維持

廃止

配食サービス事業 地域包括ケア推進課 7,752 10,306 維持

認知症総合支援事業 地域包括ケア推進課 8,331 8,935 継続R1
R2

（目標値）

1

目標値

ひとり暮らし高齢者支援事業

15.2 14.9実績値

在宅医療介護連携推進事業 地域包括ケア推進課 1,531 2,293 維持

基本方針（３）住みやすいまちづくりの推進

交通安全対策推進事業　【再掲5-3-(1)(2)(3)】 協働まちづくり課 7,570 7,452 維持

地域包括ケア推進課 1,772

防犯対策推進事業　【再掲5-3-(4)】 協働まちづくり課 896 623 維持

地域包括ケア推進課 4,742

地域包括ケア推進課 17,413

4,742 維持

維持

2,278 維持

18,099

総合相談事業 地域包括ケア推進課 507 446 維持

目標値

生活支援体制整備事業

地域包括ケア推進課

57.6

256

－

776

実績値

目標値 維持

実績値

－ 介護予防・生活支援サービス費

維持

15.8

57.7

基本方針（５）介護保険事業の円滑な実施

５．総合評価

1,300

823

13.1

100.0%

100.0%
57.8

15.4

目標値

平成28年度要介護（要支援）認定率（％）国「平
成28年度介護保険事業状況報告（年報）」

15.6

2

1

番号 指標名 袋井市 磐田市 掛川市

0.46

5

実績値

重要度

満足度

3

R2

0.06 0.13

57.2

３．市民意識調査結果及びその分布

15.3

R1Ｈ28

57.4

62.3

区分 ◎要支援・介護となる前段階の予防事業である「介護予防・日常生活支援総合事業」を実施した。
◎介護予防に向けた各種運動教室等を開催した。
◎東海アクシス看護専門学校生を対象に認知症サポーター養成講座を開催した。
◎地域の支え合い活動を推進する生活支援体制整備事業を実施した。

基本方針（４）支え合う仕組みの構築

ファミリーサポートセンター事業

Ⅱ．30年度に取り組んだ内容

取組の目的

16.2 16.4 16.8

16,296

290

－

14,039

－

2

取組2

1,200

1,135

H28 H29 H30

要介護（要支援）認定者の割合
（65歳以上）［↓］
（％）

介護予防教室・講座参加者数
［↑］
（人）

介護支援ボランティア登録人数
［↑］
（人）

認知症サポーターの人数［↑］
（人）

18,000

325 330

1,300

（新） 15.5 （新） 15.5

（旧） 17.2 （旧） 17.8

1,300

223

3

実績値

目標値

4

Ｈ29

裾野市

実績値

現状と課題

２．県内他市との比較

番号 指標名 項目
H26

（基準値）

－

15.5

要介護（要支援）認定者のうち在
宅サービス及び地域密着型サー
ビス（小規模多機能型居宅介護）
利用者の割合［↑］
（％）

Ⅰ．評価の分析

◎高齢者が増加する中でも、楽笑教室や介護予防プログラム普及事業など、一
般介護予防事業の成果に加え、就労や地域活動への積極的な参加など、現役
で活躍する健康な高齢者の増加により、要介護・支援の認定率が下がった。
◎東海アクシス看護専門学校の学生を対象に講座を開催したことで、若い世代
の認知症サポーターの増加に繋がった。
◎要支援者の訪問介護や通所介護が、「介護予防・日常生活支援総合事業」へ
移行したことに伴い、介護給付費における要支援者の在宅サービス利用者数が
減となり、認定者数に占める利用者の割合が下がった。
◎市民満足度については、満足度及び重要度のいずれも上昇した。

H
30
の
評
価

Ｂ
（概ね順調）

Ⅲ．今後の展開方向

◎今後、65歳到達人口は、徐々に減少していく一方で、団塊の世代が年齢を重ねることにより、要介
護認定率の上昇が想定されるため、介護予防教室・講座等、介護予防・日常生活支援総合事業を実
施する。
◎介護支援ボランティア活動者の増加に向けて、社会参加としての活動の啓発や活動の場の周知な
どを行う。
◎地域での交流の場や見守りネットワーク等地域での支え合い活動を促進するよう、地域包括支援
センターや社会福祉協議会等と連携していく。

0.03

15.1

16,100

16,674

16,800

14,563

17,400

57.5

58.0

320

239

1,300

1,335

57.6

241

H28

H29
H30

-0.25

0.00

0.25

0.50

-0.25 0.00 0.25 0.50 0.75

満
⾜
度
が
⾼
い

重要度が⾼い

（継続推進）（成果検証）

（重点課題）（検討課題）
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18.14

21.20

（政策２・取組３　重要度と満足度の評価マトリクス）

県

取組別評価シート（平成30年度実績）

保健・予防から医療、介護、福祉へと切れ目のない連携体制の構築を目指します。

◎限られた医療資源を集約し、地域の医療機能強化を図るため、掛川市とに開設した「中東遠総合医療センター」は、圏域の
基幹病院としての役割を果たすとともに、聖隷袋井市民病院や市内開業医と連携した切れ目のない地域医療体制の確立が
求められている。
◎一次救急医療については、袋井市医師会、聖隷袋井市民病院、浜松医科大学の支援を受け、平日夜間の在宅輪番制とと
もに、日曜日・祝日・年末年始は休日急患診療室で診療を行っている。
◎地域包括ケアシステムの構築に向け、在宅医療・看護・介護に関する関係者の連携推進が求められている。

※［　］内の矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します

取組の目的

１．取組指標の実績値

健康長寿で暮らしを楽しむまちを目指します

3

中東遠総合医療センターの患者
満足度（外来）［↑］
（％）

磐田市 掛川市

21.26

3

Ｈ28

重要度

実績値 69.8

Ｈ29

18.98

4

番号 指標名 袋井市

実績値

H30
達成率

100.0%

100.0%

100.0%

94.6%

100.0%

実績値

目標値

５．総合評価

地域包括ケア推進課 170,417 172,037 維持

基本方針（２）救急医療体制の確保

Ｈ30年度
実績額

R1年度
予算額

R2年度
予算の方向性

基本方針（１）切れ目のない地域医療体制の確保

４．この取組実現のための主な事業

事業名

地域包括ケア推進課

中東遠看護専門学校組合負担金 地域包括ケア推進課 58,223 維持

地域包括ケア推進課 701,853 703,996 維持

維持

基本方針（３）医療と介護の連携強化

58,446

袋井市病院事業運営費補助金 地域包括ケア推進課 350,198 349,513

一次救急医療事業 地域包括ケア推進課 44,376 44,619

中東遠総合医療センター運営負担金　※再掲

目標値

H30 R1 R2

（H26） （H26） (H27) （H28）

21.02 21.18

88.0 88.5 89.0

73.867.5 70.7

2,700

2,828実績値

目標値

5

2,800総合健康センターでの総合相談件
数
［↑］（件／年）※（兼）政策指標

目標値

21.35 21.18

2,500.0

（H27想定値）

－

2,900 3,000

藤枝市 裾野市

18.42

－ 2,600

2,495

0.58

60.5 60.5 60.9

3,423

1

21.20

20.97

区分

0.55

平成28年お達者度（女性）
県「健康増進課公表資料」

21.18

実績値

３．市民意識調査結果及びその分布

満足度

2

安心できる地域医療の充実

政策2 担当課

総事業費（千円） R2年度に
重点化する

事業

R2
（目標値）

20.77

Ⅰ．評価の分析

（H28）

H26
（基準値）

H28

取組3

維持

総合健康センター施設管理運営費

実績値

目標値

目標値

指標名 項目

Ⅲ．今後の展開方向

◎健康寿命の延伸に向け、お達者度に関連する「身体活動」「食生活」「生活習慣」「社会参加」の各
分野のサービスや事業等について、引き続き充実させていく。
◎中東遠総合医療センターの満足度向上に向け、がん診療体制のさらなる充実と血液内科等の機
能強化などの医療の質向上に加え、職員の接遇向上やチーム医療の充実、さらには予約時間や会
計など、待ち時間の短縮に向けた改善も強力に推進する。
◎聖隷袋井市民病院については、地域の診療所、介護事業所、学校などと幅広く連携し、より市民
生活に密着した医療機関として運営していく。
◎総合健康センターの相談者増に向け、引き続き、様々な機会を通じて窓口について周知していく。

(H26)

17.46

(H26)

17.66

－ 21.08 21.11 21.14 21.17

17.69 17.74

17.46

H30 R1

◎お達者度の実績値（平成28年度）は、男性17.78、女性21.18であり、男女とも
に前年度から延伸したものの、いずれも県全体よりも低い結果となった。
◎中東遠総合医療センター患者満足度については、がん診療体制強化等より、
患者へ質の高い医療の提供を実現したことで高まった。一方、外来患者の満足
度は、医師補助者の配置強化で診察充実や待ち時間短縮にも貢献したが、救
急対応の影響で長い待ち時間が発生したことにより、目標値に到達できなかっ
た。
◎総合健康センターでの相談件数は、市民や関係機関への周知に加え、丁寧
な相談対応の積み重ねで相談件数が増加した。
◎市民意識調査の結果については、毎年、満足度及び重要度のいずれも上昇
した。

H
30
の
評
価

Ｂ
（概ね順調）

中東遠総合医療センター運営負担金

(H27)

17.78

お達者度（男性）［↑］
（年）※（兼）政策指標

番号

－ 17.56 17.60 17.65

－

20.77

76.9 80.0

89.5 90.0

88.7 88.7 86.4 91.3

H29

701,853 703,996 維持

２．県内他市との比較

平成28年お達者度（男性）
県「健康増進課公表資料」

-0.04 0.01 0.15

0.61

1 17.78 18.71 18.64

お達者度（女性）［↑］
（年）※（兼）政策指標

中東遠総合医療センターの患者
満足度（入院）［↑］
（％）

2

現状と課題

Ⅱ．30年度に取り組んだ内容

◎中東遠総合医療センターでは、各病棟において看護師などの専門職を退院支援担当者として配置
するとともに、待ち時間を短縮するため会計手続を改善した。また、新公立病院改革プランに基づき
良好な病院運営に努めるとともに、「地域医療支援病院」として、地域の医療機関と連携・協力し、医
療の質とサービスの向上、救急医療の実施など、信頼される病院として地域医療に貢献した。
◎聖隷袋井市民病院においては、年間を通じて150床の入院応需体制が整い、これまで以上の市民
ニーズに対応することができた。また、地域との連携を深めるため、隣接の高校との協働によるコン
サートの実施など、新たな事業を進めた。
◎高齢者や障がい者、児童などの様々な対象者に加え、健康や福祉の問題など複合的な問題を抱
えるケースについての相談が増加しているため、関係部署、関係機関の相談員等を対象に、顔の見
える関係づくり、ネットワーク構築を目的に相談支援事業所等連絡会を開催した。また、関係部署・機
関の職員を対象に研修会を開催したほか、民生委員や介護保険事業所等との連携強化に努めた。

H28

H29 H30

-0.25

0.00

0.25

0.50

-0.25 0.00 0.25 0.50 0.75

満
⾜
度
が
⾼
い

重要度が⾼い

（継続推進）（成果検証）

（重点課題）（検討課題）
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１．取組指標の実績値 ※［　］内の矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します

（政策２・取組４　重要度と満足度の評価マトリクス）

取組別評価シート（平成30年度実績）

重要度

7,421,797

実績値

目標値

目標値

実績値

目標値

障がいのある人が、住み慣れた地域で、生きがいを持って生活できる環境を整備します。

◎全ての障がい者・障がい児が、住み慣れた地域において、必要なサービスを受けつつ、自分の能力を最大限発揮し、生き
がいを持って生活できるような環境の整備が求められているが、受入施設が十分ではない状況にあり、その対応が必要であ
る。
◎障がい者の自立支援に向け、障がい者法定雇用率が平成30年４月から2.0%から2.2%に引き揚げられたことから、一般企業
に対して、障がい者の雇用促進について周知啓発を強化し、法定雇用率の上昇に向け取り組んでいくことが必要である。

指標名 袋井市

90.5%

96 （旧） 101（旧） 91 （旧）
－

80.0

（新）

実績値

番号

1
平成30年度障害者就労施設等からの物品
等の調達実績（県障害者政策課HP）（円）

2,019,729 4,741,364 9,307,657

磐田市 掛川市 藤枝市 裾野市

1

避難行動要支援者の個別計画作
成の同意率［↑］
（％）

（新） 61

５．総合評価

Ⅲ．今後の展開方向

◎障がい者が住み慣れた地域でいきいきと生活できるよう、グループホームなどサービス提供施設
の整備推進に向け、民間事業者への相談等支援を行う。
◎ハローワーク等関係機関との連携により、市内企業の障がい者法定雇用率の上昇に努めるなど、
障がい者の自立支援環境整備を推進する。

Ⅱ．30年度に取り組んだ内容

◎グループホーム新設に向け、事業者に対して国の支援制度の周知や助言等を実施した。
◎避難行動要支援者の個別計画作成については、新たに対象となった方や同意を得られていない
方々に対し、必要な個人情報の提供について、周知・依頼を実施した。
◎全ての障がい者が自分らしく暮らせる環境整備として「袋井市手話言語条例」を制定し、手話への
理解促進や普及に向け、市や市民の責務等を規定した。
◎障がい者優先調達の増加に向け、学校給食の食材用野菜の購入などに積極的に取り組んだ。

320 320

相談員設置事業（知的） しあわせ推進課

実績値

74.0

70.8

78.7%

93.2%

しあわせ推進課 1,601 1,702 維持

緊急通報システム機器貸与事業（身体障害者） しあわせ推進課 108 167

相談員設置事業（身体） しあわせ推進課72.0

70.3

48

71 71

日常生活用具給付事業 しあわせ推進課 16,286 16,124 維持

維持

維持

コミュニケーション支援事業 しあわせ推進課 2,064 2,784 維持

148 148 維持

共同生活援助（グループホーム）
の定員数［↑］
（人）

基本方針（２）社会福祉施設の整備支援

H30
達成率

番号 指標名 項目
H26

（基準値）
H28 H29 H30 R1

R2
（目標値）

66 71 48

66 （新） 71

社会福祉施設・設備整備費補助事業

基本方針（３）障がい者への理解と地域の交流の支援

日中一時支援事業 しあわせ推進課 26,301 33,100 維持

1,215,891

R1年度
予算額

R2年度
予算の方向性

拡充

総事業費（千円）

事業名

基本方針（１）自立した生活の支援

障害者自立支援給付（障害福祉サービス）事業 しあわせ推進課 1,150,338 ◎

R2年度に
重点化する

事業
担当課

４．この取組実現のための主な事業

目標値

2

健康長寿で暮らしを楽しむまちを目指します政策2

自分らしく暮らせる障がい者支援の推進取組4
Ｈ30年度
実績額

3

取組の目的

現状と課題

0.38 0.45

35.6

76.0

70.8

42.0

38.0

78.0

46.0 50.0

目標値

－

70.8

－

27.1

実績値

34.0

区分

1,828,488

0.05

２．県内他市との比較

0.40

43.2

目標値

R1H30Ｈ28

３．市民意識調査結果及びその分布

実績値

◎障がい者受入施設となるグループホーム新設に向けた相談等の支援を行っ
たが、年度内の開設には至らなかった。
◎避難行動要支援者の個別計画作成の同意率については、個人情報提供に対
する心理的抵抗感や災害時の家族等による避難対応力等の個別事情から、周
知啓発は行ったものの、目標値を下回った。
◎障がい者の法定雇用率については、一般企業に対し障がい者の雇用を啓発
した結果、目標値に届かないものの、達成企業の割合は増加した。
◎市民意識調査の結果については、満足度及び重要度のいずれも上昇した。

H
30
の
評
価

Ｃ
（一部に改善

を要する）

障がい者の法定雇用率※を達成
している一般企業の割合［↑］
（％）
※～H29年度：2.0％、H30年度～2.2％

38.0

Ⅰ．評価の分析

R2

-0.03 -0.03

Ｈ29

3

満足度

2

H28

H29
H30

-0.25

0.00

0.25

0.50

-0.25 0.00 0.25 0.50 0.75

満
⾜
度
が
⾼
い

重要度が⾼い

（継続推進）（成果検証）

（重点課題）（検討課題）
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市民が明るく健康でいきいきとした生活を送れるように、気軽に親しめるスポーツ文化の推進に取り組みます。

◎ラグビーワールドカップ２０１９など、スポーツメガイベントの開催を契機として、開催機運の醸成に加え、様々な機
会で市民参画を進めるなど、スポーツのまちづくりを推進していく必要がある。
◎市民の健康に対する意識の高まりとともに、新しいスポーツ分野へのニーズも増加している。ニュースポーツの普
及や競技力向上のための支援、また指導者養成などが必要である。また、令和元年12月に新たなスポーツ拠点施
設となる「さわやかアリーナ」がプレオープンするが、他の既存施設は老朽化が進んでいることから、大規模改修を
計画に進めるなど、市民がスポーツに取り組む環境整備を進める必要がある。

１．取組指標の実績値 ※［　］内の矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します

（政策２・取組５　重要度と満足度の評価マトリクス）

1

1

Ⅱ．30年度に取り組んだ内容

◎子どもから大人までライフステージに応じたスポーツ活動の推進に向け、幼稚園・保育所、小中学
校、コミュニティセンターへスポーツ推進委員による出前指導やスローエアロビック指導者派遣を実施
した。
◎ラグビーワールドカップ２０１９大会開催に向けた市民の機運醸成を目的に、県と連携して2019人ラ
グビーパスリレーを開催した。
◎2020東京オリンピックパラリンピック開催に向けた市民の機運醸成を目的に「全日本学生ロード
レース・カップ・シリーズ第７戦東海道どまん中袋井ラウンド」を県等と開催した。
◎ＰＦＩ手法により総合体育館の整備を進め、造成・建設工事を実施するとともに、総合体育館の整備
に併せて周辺道路整備を実施した。

Ⅲ．今後の展開方向

◎市民の誰もがスポーツをする機会を得られるよう、市内のコミュニティセンターや小中学校など市
内全域にスポーツ指導者を派遣していく。
◎中学校の部活動の見直しにより、学校以外でのスポーツ活動の受け皿として社会体育の充実が
必要となっていることから、関係機関や各指導者間の情報共有や指導者の育成など、スポーツ指導・
強化連携事業に取り組んでいく。
◎現在実施しているエアロビックの「スポーツクリニック」に加え、来年度供用開始となる「さわやかア
リーナ」を活用した競技力向上プログラムを検討していく。「さわやかアリーナ」が新たなスポーツ拠点
として令和元年12月にプレオープンを迎えることから、競技力向上プログラムの検討や、日常的に運
動をしない年齢層に向けて施設を周知するなど、積極的な利用を図っていく。
◎ラグビーワールドカップ２０１９、２０２０東京オリンピックの開催を機に、市民のスポーツに対する関
心を高め、自らの健康づくりに対して主体的に取り組む意識を醸成するなど、スポーツへの関わりを
深め、スポーツが日常生活の一部となるよう、スポーツ文化の推進に取り組んでいく。

8.7%

80.0%
75 80 85

指標名

実績値

732,308

710,000 750,000

目標値

695,000 700,000 スポーツ選手激励・指導者養成事業

2

0.08 0.12 0.12重要度

満足度

Ｈ28 Ｈ29 H30 R1 R2

３．市民意識調査結果及びその分布

区分

0.120.11

目標値

705,000

学校運動施設運営事業 1,641

５．総合評価

530目標値

サイクルロードレース開催事業 スポーツ政策課 1,140 1,000 維持

実績値

Ⅰ．評価の分析

２．県内他市との比較

目標値

全国スポーツ大会の出場者数（激
励金交付件数）［↑］
（件／年）

市内の運動施設の利用者数（エコ
パを除く）［↑］
（人／年）

98.1%

スポーツ政策課 維持

実績値

基本方針（４）アスリートを育てる競技スポーツの推進

H28

2,017

12,510 15,233

185 190 195

17,369 拡充 ◎－ 21 22

総合体育館整備事業

目標値

169

0

縮小

維持

200

25

スポーツ政策課

実績値

市内公共運動施設維持管理事業 スポーツ政策課 22,393

556 維持

実績値

アクティブ育児応援プログラム推進事業 スポーツ政策課 810 640 維持

目標値

基本方針（３）誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の整備

スポーツ政策課 1,521,167 1,928,486171

180

維持

◎

スポーツ推進委員活動事業 スポーツ政策課 2,956 3,495 維持

スポーツドリーム推進事業 拡充スポーツ政策課

事業名 担当課

総事業費（千円） R2年度に
重点化する

事業

スポーツ政策課

Ｈ30年度
実績額

R1年度
予算額

番号

2

H30
達成率

90.0%

健康長寿で暮らしを楽しむまちを目指します

131 140

18 1

23

政策2

取組別評価シート（平成30年度実績）

24

基本方針（２）ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

指標名 項目
H26

（基準値）

－

エアロビック普及事業

2,780

H29 H30 R1
R2

（目標値）

各種スポーツ教室・大会開催事業

スポーツ政策課 638

４．この取組実現のための主な事業

取組5

取組の目的

現状と課題

基本方針（１）子どものスポーツ機会の充実と体力向上

R2年度
予算の方向性親しみやすい市民スポーツの推進

4

3

実績値

番号

2

－

61

－

660,891

70

62

スポーツ指導者育成事業助成金
の交付件数［↑］
（件／年）

90

58 64

706,393 691,637

0.27

◎ラグビーワールドカップ２０１９開催に向け、機運の醸成を目的にタグラグビー
の実施を奨励しているため、目標値は達成できなかったが、スポーツ指導者の
派遣回数は増加した。
◎各種スポーツ団体では、指導者の高齢化が進む中、新たな指導者の発掘が
進んでおらず、交付件数も前年度より増加しているが目標を下回っていることか
ら、本制度の効果的な活用方法を検討する必要がある。
◎全国スポーツ大会の出場者については、競技によりレベルに違いがあるた
め、年度により出場者数の増減が大きいが、近年は競技の多様化により世界大
会に出場する選手も増加している。
◎運動施設の利用者数は、天候や各種大会の等の開催状況により増減が大き
いが、昨年度は袋井B&G海洋センターの改修工事による休館等で減少してい
る。
◎市民意識調査の結果については、満足度が大きく上昇した一方、重要度に大
きな変化は無かった。

H
30
の
評
価

Ｃ
（一部に改善

を要する）

スポーツ指導者派遣回数［↑］
（回／年）

拡充

1,727

スポーツ政策課 7,760 7,760

741

袋井市スポーツ協会運営補助事業

H28
H29

H30

-0.25

0.00

0.25

0.50

-0.25 0.00 0.25 0.50 0.75

満
⾜
度
が
⾼
い

重要度が⾼い

（継続推進）（成果検証）

（重点課題）（検討課題）
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